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2005年夏:雑感創刊に寄せて
理事長・学長古屋忠彦
さまざまな想いと期待を背に、ロースクールが学園の歴史に記念すべき一歩
をしるしてから、あっという聞に一年が過ぎ去りました。その間の関係者のご
努力に改めて敬意を表したいと思います。
わず、かな時間が経っただけにもかかわらず、司法制度改革の関心事は、もう
ロースクールから裁判員制度へと移りつつあるかのようです。改革は司法制度
全般に及ぶのですから、これから先、まだ何年もの試行錯誤がいろいろな場面
で続くことになるのでしょう。
かつて味わったことのない程の激動の社会に身を置きながら、自らの位置取
りを誤ることなく所期の目標達成のため、それぞれに課された“使命"を果た
さねばならないと思います。
来年の後半、新・司法試験の洗礼をはじめて受ける一期生たちの結果によっ
て、すべてのロースクールが改めてランク付けされることでしょう o そしてそ
の序列の形は、恐らく、旧制度のもとでの実績と大きな差異はないものと思わ
れます。
しかし、それにもかかわらず、司法試験合格実績だけでランク付けされてき
た従来のシステムに新しい要素が加わる事実も見逃せません。それは、旧来の
受験生と彼等が所属していた大学との距離感のようなものが、たぶん新制度の
もとでは根本的に違うからです。
所属する大学とは縁遠い存在として、ただひたすら勉学に励み、晴れて宿願
を達成した合格者の功績は、同時に、かつて卒業した母校にとっての輝かしい
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功績でもありました。本来、合格者に帰属すべき栄誉が、さかのぼって卒業大
学に還元される仕組みです。彼等が大学以外の場所から得られた知識によって
目的を達成したとしてもです。
このような皮肉な現実にもかかわらず、大学の序列化は崩れるどころかより
強固なものになっていきました。しかし、これには立派なわけがあります。未
来を夢見る法曹希望者にとって、より目的達成の可能性の高い大学に籍を置い
ていたいと思う心理が強く働くからでしょう。
ですから、学生自身の功績だ!大学の功績として喧伝することはナンセンス
だという非難は、事実だとしても当を得た非難とはいえません。何故なら、高
い確率で合格者を輩出する大学であり続けることが、魅力あるとまり木として
受験生の心に訴えることに繋がるからです。
しかし、今後は、法科大学院の登場により、過去のいささか不自然に思える
現実は様相を変えるに違いありません口荒っぽく言えば“合格率は高いが意外
と不人気のロースクール"や“合格率は平均値に過ぎないが非常に人気のある
ロースクール"といった、今までになかった個性的なロースクールが生まれる
余地が出てきたといえるからです。
根拠のない仮説だと思われる向きもあるでしょう。近い将来、我等が山梨学
院が“合格率が高くしかも、学生の満足度も高い、人気抜群の法科大学院"と
して立派にその根拠が示せればと思っています口
2006年6月に本学は創立60周年の大きな節目を迎えます。 60年目の山梨学院
が改めて採用した学園運営のコンセプトは『時代を創る一次代につなぐ』で
す。学園の新しい旗手として登場した法科大学院にふさわしいスローガンとも
言えるでしょう。あせらず、じっくりと腰を据え、大きく羽ばたいて下さい。
一七夕の日に願いを込めて-
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